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1
No

②　支保工 敷板敷角（　　　　）
の重量(　　kN/㎡)

　　型　枠
③　衝撃荷重(①＋②)×□%

2 No
 (　　　kN/㎡)1.47kN/㎡以上

　　　　KN／㎡
　設計図により
　支保工にかかる荷重は

3 No
　　 　　　 Ｎ 緊結材・継手材

　メーカー仕様書等により
許容支持力は

　　 　 　　Ｎ

4 No

２．水平荷重
　☆　鋼管枠を用いる場合

　☆　鋼管枠以外を用いる場合
　　　Ｔ＝設計荷重×0.05
　　　　＝（　　　　　）KN／㎡ 5 No

　Ｔ×打設面積
　　ｎ×cosθ

⑩許容荷重(ｸﾗﾝﾌﾟ材も考慮のこと)
　　　　１本当り(　　　　)KN

6 (ｲ）　開口部・駄目穴上の組立方法 No

　　　ｎ＝補強材の数　　　本

型 枠 数 量 ㎡

支　　柱

コンクリート

　年　  月　　日　～ 　年　 月　　日

数　　　量

材 質 寸 法 水平継ぎ

型　 枠 　支 　保 　工

せ　き　板

根　　　太

支柱の高さ 一般 ｍ

設 計 荷 重・許 容 応 力

1.垂直荷重

各 部 の 構 造・組 立 及 び 補 強 内 容

根がらみ

　年 　 月　　日　～ 　年　 月　　日

沈下防止

工　　　　期

大　引　き

最高ｍ

　　◎よって 　⑦＜⑧　 ＯＫ
設置方法取付方法

⑦支保工1本・1組当たり

（単管・クランプ）

④　打設荷重

取付方法

⑧支保工1本・1組当たり 継  手  部

概　　　　要　　　　書

支　保　工 イ.パイプサポート　　　ロ.ウイングサポート　　　ハ.単　管　　　ニ.組立鋼柱

の　種　類 ホ.わく組　　　　　　  ヘ.木材支柱　　　 　　　 ト.その他

接  続  材

 ｺﾝｸﾘｰﾄ上 (　　　 　)

⑤　その他荷重(　　　　kN/㎡)

根がらみ

　は　り　支保工の　有・無　型式、スパン

（　　　　　　　　）KN／㎡
　　　　　　(注)　□は0.2以上

滑動防止 取付方法

　(　　　×　　　) 　　 kN/㎡
脚　 　部

①　鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ重量 滑動防止
　　kN/　×Ｄｍ

⑥　設計荷重は
　　(①＋②＋③＋④＋⑤)より

上　 　端

　※したがって 支     柱

部　材
水 　  平

　　　Ｔ＝設計荷重×0.025
　　　　＝（　　　　　）KN／㎡ 継   　ぎ

　Ｆ＝
補 強 材

設置方法取付方法 部　材
⑨補強材(単管又はﾁｪｰﾝ)に係る荷重は 水平荷重

　　◎よって 　⑨＜⑩　 ＯＫ
その他

　※設計荷重＝①＋②＋④

　　＝（　　　　　）KN

　　　異形自在ｸﾗﾝﾌﾟ　　3.43KN (ﾊ）　曲面型枠における
　　　異形直交ｸﾗﾝﾌﾟ　　4.9KN 　　 支柱の控え浮上り防止

(必要により) (ﾛ）　段上組立の措置
　　　θ＝補強材の角度　 　° (補強) 　　（支柱間の敷板敷角の緊結固定）


